
　

石

川

町

は

、

東

西

に

流

れ

る

中

村

川

や

横

浜

港

に

近

い

た

め

、

古

く

か

ら

水

上

交

通

が

発

達

し

て

い

た

。

今

回

は

、

石

川

町

の

交

通

の

歴

史

に

つ

い

て

迫

っ

て

み

る

。

　

一

九

〇

四

年

（

明

治

三

七

年

）

か

ら

一

九

七

二

年

（

昭

和

四

十

七

年

）

ま

で

横

浜

の

街

に

は

横

浜

市

電

が

走

っ

て

い

た

。

最

盛

期

に

は

二

〇

路

線

が

市

内

を

走

り

、

市

民

の

重

要

な

足

と

し

て

親

し

ま

れ

て

い

た

。

桜

木

町

駅

前

か

ら

市

庁

前

、

石

川

町

商

店

街

・

元

町

商

店

街

の

目

の

前

で

あ

る

元

町

電

停

を

通

り

、

本

牧

へ

抜

け

る

本

牧

線

が

石

川

町

を

駆

け

抜

け

た

。

本

牧

線

の

元

町

～

麦

田

町

電

停

間

に

は

全

国

的

に

も

珍

し

い

市

電

専

用

ト

ン

ネ

ル

「

本

牧

隧

道

」

が

一

九

一

一

年

（

明

治

四

年

）

に

開

設

さ

れ

、

横

浜

市

電

の

象

徴

的

存

在

と

な

っ

た

。

　

戦

後

の

横

浜

は

、

市

街

地

が

急

拡

大

し

交

通

量

も

増

加

し

た

。

一

九

六

四

年

　

（

昭

和

三

九

年

）

に

国

鉄

根

岸

線

（

桜

木

町

～

根

岸

）

が

部

分

開

業

し

、

石

川

町

駅

が

誕

生

し

た

。

ま

た

、

一

九

七

三

年

（

昭

和

四

八

年

）

に

は

全

線

が

開

通

し

た

。

石

川

町

駅

誕

生

は

住

民

の

悲

願

で

あ

り

、

駅

周

辺

に

は

女

子

中

・

高

校

が

多

く

、

女

学

生

が

多

く

利

用

す

る

こ

と

か

ら

「

乙

女

駅

」

と

い

う

愛

称

で

呼

ば

れ

て

い

る

。

根

岸

線

開

通

の

一

方

で

、

輸

送

力

や

路

線

網

、

渋

滞

の

原

因

に

と

な

り

存

在

意

義

が

問

わ

れ

て

い

た

横

浜

市

電

は

、

一

九

七

二

年

に

全

廃

と

な

っ

た

。

　

一

九

七

八

年

（

昭

和

五

十

三

年

）

に

首

都

高

速

神

奈

川

一

号

横

羽

線

が

開

通

、

一

九

九

〇

年

（

平

成

二

年

）

に

神

奈

川

三

号

狩

場

線

と

を

結

ぶ

石

川

町

ジ

ャ

ン

ク

シ

ョ

ン

が

建

設

さ

れ

た

。

し

か

し

、

中

村

川

の

上

に

高

架

橋

で

建

設

さ

れ

た

た

め

、

景

観

悪

化

や

空

気

汚

染

な

ど

の

問

題

が

上

が

っ

て

い

る

。

　

以

後

、

元

町

や

中

華

街

と

い

っ

た

横

浜

の

観

光

地

へ

の

最

寄

り

駅

と

し

て

役

割

を

果

た

し

て

き

た

石

川

町

駅

。

二

〇

〇

四

年

（

平

成

十

六

年

）

に

横

浜

高

速

鉄

道

み

な

と

み

ら

い

線

（

横

浜

～

元

町

・

中

華

街

）

が

開

通

す

る

と

、

最

寄

り

駅

で

は

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

が

、

三

〇

年

前

の

開

通

時

の

思

い

を

忘

れ

ず

に

、

今

も

な

お

石

川

町

の

住

民

の

方

々

に

愛

さ

れ

て

い

る

。
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@
e
x
c
i
t
e
.
c
o
.
j
p

ま

で

　

今

回

の

グ

ル

メ

レ

ポ

ー

ト

で

は

「

食

彩

和

牛

し

げ

吉

」

さ

ん

に

伺

わ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

！

地

下

の

出

入

り

口

へ

と

続

く

階

段

を

下

り

た

先

に

は

、

お

店

に

入

っ

た

瞬

間

あ

っ

た

か

い

な

～

と

感

じ

さ

せ

て

く

れ

る

優

し

い

空

間

が

広

が

っ

て

い

ま

し

た

。

お

店

の

こ

だ

わ

り

は

、

和

牛

A

－

５

ラ

ン

ク

の

メ

ス

牛

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

！

オ

ス

牛

よ

り

出

生

比

率

が

低

い

メ

ス

牛

は

、

キ

メ

が

細

か

く

上

質

で

、

味

も

濃

が

濃

い

そ

う

で

す

。

　

店

長

さ

ん

に

お

す

す

め

の

品

を

出

し

て

も

ら

い

ま

し

た

。

「

幻

三

品

盛

」

は

カ

ル

ビ

・

ロ

ー

ス

・

ハ

ラ

ミ

が

盛

ら

れ

て

い

て

、

和

牛

一

頭

の

一

番

い

い

所

が

一

皿

で

堪

能

で

き

る

一

品

！

「

ロ

ー

ス

」

は

し

ん

た

ま

と

い

う

一

頭

五

〇

〇

キ

ロ

の

牛

か

ら

一

〇

キ

ロ

し

か

と

れ

な

い

部

位

を

使

っ

た

、

サ

ッ

と

炙

る

だ

け

で

食

べ

ら

れ

る

ほ

ど

新

鮮

さ

溢

れ

る

一

品

！

ど

の

お

皿

も

、

し

げ

吉

さ

ん

の

こ

だ

わ

り

に

よ

り

、

肉

の

旨

み

が

凝

縮

さ

れ

た

も

の

ば

か

り

で

し

た

。

安

さ

を

売

り

に

し

て

展

開

す

る

焼

き

肉

店

と

は

ま

さ

に

一

線

を

画

す

る

味

！

週

末

は

予

約

で

一

杯

に

な

る

と

い

う

多

く

の

方

が

認

め

る

こ

の

お

店

で

す

が

、

認

め

ら

れ

て

い

る

理

由

が

食

べ

た

瞬

間

理

解

で

き

ま

し

た

。
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↑新鮮なメス牛を使った幻三品盛
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